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 3 月 11 日(木)、あたたかな春の陽ざしの中、甲府市立東中学校 令和 2 年度 第 74 回卒業証書授

与式を行い、182 名の卒業生が立派に巣立っていきました。本来であれば、来賓の皆様や多くの在

校生と共に、卒業生の慶びの門出をお祝いしたかったのですが、コロナ禍である今年度は、従来と

は違う形で行うこととなりました。しかし、これまで卒業生の歩みがそうであったように、卒業の

門出がかすむことは決してありませんでした。一人ひとりが卒業証書をもらう時の、たくさんのこ

とを共にのり越えてきた担任の先生の呼名に応える大きな返事、凛とした態度は、会場にいる誰も

の心を打ち、マスクをしたまま行った別れの言葉、合唱「名づけられた葉」は、感動の涙を呼びま

した。困難に打ち克ち、義務教育をやり遂げた子供たちは、卒業式という晴れの舞台で眩いばかり

に輝いていました。 

 昨年度末の突然の臨時休業から、いつ学校が再開するかわからない前の見えない日々。5 月 25 日、

学校は再開しましたが、どのように学校生活を進めていけばいいのか、迷いながらのスタートでし

た。修学旅行の中止は本当に辛い決断で、これからも多くの活動が無くなっていくのかと不安にな

りました。そんな中で行われた県総合体育大会。「部活動の東中」の言葉通り、活躍する卒業生を中

心とした本校生徒の姿は、やり遂げる強い決意を我々職員にも伝えてくれました。その「想い」は 2

日間の実施した東輝祭や、新しい三贈会の大成功へとつながり、令和 2 年度の教育活動は豊かなも

のになりました。本校の生徒が成長していくために、活動の場を確保していくことがいかに大切か

再確認しました。 

今年度の生徒会スローガンは、「三重想 みんなの未来よ サクラサケ」です。「想う」ことにはい

くつかの意味があります。一つは、あきらめない強い意志をもつということ。もう一つは、相手の

ことを、相手の立場になって考えるということです。卒業式前日、2 年生が会場準備、1 年生が清掃

を、一生懸命に取り組んだのも、そういった姿勢の良い影響でしょう。「想う」ことは想像すること

でもあり、考えを巡らせることは人間の大きな力です。卒業生が、実践し、大切にしてきた「想う」

という言葉は、これからの未来を明るくし、前に進んでいくためのキーワードです。 

「夢きよく 道はるか」 未来を切り拓いてくれた卒業生に感謝すると共に、これからの活躍を期

待しています。 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに今年度は、部活動や学習支援、朝の健

康チェック、環境整備等にも、ボランティアの

方や数年前の本校の卒業生の力を貸していただ

きました。「子供たちのために」という想いで、

献身的に取り組んでくださった皆様に、心より

感謝申し上げます。 
 東中学校は「想い」の重なる学校です。皆様

の期待に応えるよう、これからも前進していき

ます。 

  
 

 

 

 

  
 

 

 

学校に出勤して正面玄関を入ると、そこには花が飾られています。長年、ボランティアで

季節折々の花を生けてくださる方がいらっしゃって、本校に訪れる方をあたたかく迎える

だけでなく、職員の心も和ませてくれています。コロナ禍である今年はなおさらでした。 
5 月 24 日(日)の入学式より始まった令和 2 年度の歩み。我々職員も見えないウィルスと

の戦いの中で教育活動を進めてきましたが、今、教育活動を一度も止めることなく無事に

ゴールにたどり着こうとしていることを、本当にうれしく思います。手探りで取り組む私

たちの心に灯りをともしてくださったのは、東中に関わる全ての方の協力でした。 
 自らボトルを持ち、活動場所に入る仲間の手にアルコールをかける子供たちの姿に勇気

をもらい、申し訳ないと思いながらも、今年度は学校に足を運ばないというかたちでご協

力を願った保護者の皆様のご理解に、何とかして教育活動を実現しようとするエネルギー

をいただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

三寒四温を繰り返しながらも、春は確実に近づいていて、気がつけば陽ざしは力強くな

っています。時として、その陽ざしに負けそうな気持ちになるのは、春が別れの季節だか

らだと思います。明日には、先生方の異動も発表されます。困難を共に乗り越えた仲間と

の別れは淋しいばかりなのですが、今年度の取組が意味のあるもであったことを証明する

ためにも、次年度も互いに前に進んでいかなければなりません。 
今年度、様々な場面で取り組んだリモートや映像による伝達は、コロナ禍であるからの

工夫にとどまるのではなく、「想い」を伝えるための大切な方法となりました。また、だか 

らこそ、その「想い」を理解し合うためには、普

段からの人間関係の大切さ、表現力、理解力を身

につけていくことが重要であることを学びまし

た。学級づくりが基盤であり、授業でどういった

力を養うべきか、確認することができました。 
春は出逢いの季節でもあります。これまでの経

験を財産として、職員一丸となって、未来を力強

く生きていくことができるように、子供たちの成

長を助けていきたいと想います。ご協力、よろし

くお願いします。 


